
区
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

　

10
月
18
日
、
伏
見
桃
山
城
運
動

公
園
で
第
13
回
区
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

清
々
し
い
秋
晴
れ
の
も
と
、
54

チ
ー
ム
216
名
の
方
が
一
打
一
打
真

剣
な
プ
レ
イ
を
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。

【結果】
優　

勝　

羽
束
師
Ａ

準
優
勝　

深
草
Ａ

第
３
位　

二
の
丸
北
Ａ

第
27
回
市
民
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル

　

11
月
3
日
、
西
京
極
総
合
運
動

公
園
他
で
市
民
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
、
区
か
ら

は
リ
レ
ー
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
ペ

タ
ン
ク
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
に
出
場

日
野
教
育
キ
ャ
ン
プ
を
開
催
！

　

10
月
24
日
、
醍
醐
十
校
区
少
年

補
導
委
員
会
主
催
の
﹁
日
野
教
育

キ
ャ
ン
プ
﹂
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
醍
醐
地
域
の
小
学
生

約
440
名
が
日
野
野
外
活
動
施
設
に

醍
醐
も
ち
も
ち
ぃ
ん 

ウ
ォ
ー
ク
を
開
催
！

　

10
月
31
日
、
醍
醐
地
域
の
史
跡

を
め
ぐ
る
﹁
醍
醐
も
ち
も
ち
ぃ
ん

ウ
ォ
ー
ク
︵
主
催
：
同
企
画
委
員

会
︶﹂
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

南
山
城
学
園
醍
醐
和
光
に
集
合

し
た
約
100
名
の
参
加
者
は
、
親
鸞

聖
人
ゆ
か
り
の
法
界
寺
や
日
野
誕

生
院
、
地
蔵
菩
薩
で
有
名
な
恵
福

寺
や
善
願
寺
、
平
重
衡
の
墓
な
ど

を
訪
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
寺

院
や
史
跡
で
は
、
住
職
の
方
や
ガ

イ
ド
な
ど
か
ら
説
明
を
聞
く
こ
と

が
で
き
、
醍
醐
の
歴
史
の
奥
深
さ

を
か
み
し
め
た
秋
の
一
日
と
な
り

ま
し
た
。

醍
醐
安
全
フ
ェ
ア
を
開
催

　

11
月
15
日
、
醍
醐
地
域
防
犯
推

進
委
員
協
議
会
の
主
催
に
よ
り
、

第
20
回
醍
醐
安
全
フ
ェ
ア
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
雨
天
の
た
め
パ
レ
ー
ド

は
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
小
栗

栖
宮
山
小
学
校
体
育
館
に
総
勢
500

名
が
集
い
、
啓
発
イ
ベ
ン
ト
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
の
冒
頭
で
同
協
議
会

を
代
表
し
、
小
栗
栖
宮
山
支
部
か

ら
﹁
犯
罪
の
な
い
安
心
・
安
全
な

地
域
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
地

域
安
全
活
動
を
さ
ら
に
推
進
し
て

い
く
﹂
と
の
決
意
表
明
が
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
は
、
府
警
察
音
楽

隊
に
よ
る
演
奏
や
は
な
ぶ
さ
保
育

久
我
・
食
農
ふ
れ
あ
い
の
杜  

体
験
農
園

　

10
月
31
日
、
久
我
土
ん
子
ク
ラ

ブ
︵
体
験
農
園
を
運
営
す
る
農
家

団
体
︶
主
催
の
﹁
収
穫
祭
﹂
が
行

わ
れ
、
体
験
農
園
入
園
者
が
餅
つ

き
、
芋
掘
り
等
を
行
い
、
秋
の
実

り
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
10
月
10
日
、
体
験
農
園

南
側
の
農
業
用
水
路
で
、
魚
、

貝
、
ヤ
ゴ
等
を
捕
獲
し
て
観
察
す

る
﹁
生
き
物
学
習
会
﹂
が
、
洛
西

土
地
改
良
区
主
催
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
神
川
小
学
校
の
3
・
4
年
生

が
参
加
し
、
環
境
の
大
切
さ
を
学

び
ま
し
た
。

入
浴
事
故
を

�

防
ぎ
ま
し
ょ
う

　

寒
い
季
節
に
は
、
家
の
中
で
の

急
激
な
温
度
差
に
よ
る
事
故
︵
ヒ

ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
︶
が
増
加
し
ま
す
。

　

特
に
入
浴
時
は
、
脱
衣
場
や
浴

室
で
冷
気
に
さ
ら
さ
れ
、
血
圧
が

上
昇
し
た
と
こ
ろ
に
、
浴
槽
に
つ

か
る
こ
と
で
急
激
に
血
圧
が
下
が

る
た
め
、
事
故
要
因
と
な
り
ま
す
。

　

事
故
を
予
防
す
る
た
め
に
、
次

の
こ
と
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

●‌

脱
衣
場
を
暖
め
て
か
ら
、
服
を

脱
ぎ
ま
し
ょ
う
。

●‌

浴
槽
に
お
湯
が
溜
ま
っ
て
い
る

場
合
は
、
入
浴
前
に
、
浴
槽
の

ふ
た
を
開
け
て
お
き
、
浴
室
を

暖
め
ま
し
ょ
う
。

●‌

家
族
の
方
が
、
通
常
の
入
浴
時

間
を
過
ぎ
て
も
あ
が
っ
て
こ
な

い
場
合
は
、
声
を
掛
け
る
等
様

子
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●‌

風
呂
場
で
意
識
を
な
く
し
て
い

る
の
を
発
見
し
た
場
合
は
、
す

ぐ
に
救
急
車
を
呼
ん
で
く
だ
さ

い
。

問
合
せ
伏
見
消
防
署
総
務
課
企
画

広
報
係
︵
☎
641
・
５
３
５
５
︶

　

10
月
24
、
25
日
に
区
民
文
化
祭
・
区
民
茶
会
が
御
香
宮
神
社

等
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

文
化
祭
の
各
部
門
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。‌︵
敬
称
略
︶

○‌

犯
人
は
、
見
ら
れ

る
こ
と
を
嫌
い
ま
す
。
防
犯
カ

メ
ラ
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

　10月27日、区市政協力委員連絡協議会学
区会長と門川市長との市政懇談会を開催し
ました。
　市長が、学区会長に地域のリーダーとし
てご活躍いただいていることへの感謝の意
を述べ、それぞれの地域の良さを活かしな
がら、京都に住み続けたいと思えるまちづ
くりを進める決意を表明しました。

世界一安心安全・
おもてなしの
まち京都
市民ぐるみ
推進運動

市の機関・施設（主に伏見区関連）の年末年始休業及び開業日をお知らせします。
○�伏見区役所・深草支所・醍醐支所（福祉事務所・保健センター）、神川･淀出張所：
　12月29日～ 1月3日休み（戸籍の届出については区役所・支所の宿直にて受付可能）
○竹田・向島証明書発行コーナー：12月29日～ 1月3日休み

︵
ス
ロ
ー
・
ク
ロ
ー
ズ
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
︶

②
1
月
31
日
：
関‌

恵
氏
︵
発
酵

食
堂
カ
モ
シ
カ
︶

③
2
月
7
日:

畑‌

明
宏
氏
︵
園

芸
研
究
家
／
樹
木
医
︶

④
2
月
21
日:

モ
モ
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
︵
大
阪
吹
田
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
・
モ
モ
の
家　

運

営
メ
ン
バ
ー
︶

※‌

い
ず
れ
も
日
曜
日
。
詳
細
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

場
所
京

み
や
こ

エ
コ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー
他

対
象
18
歳
以
上

定
員
20
名
︵
申
込
先
着
順
︶

費
用
３
千
500
円
︵
全
4
回
分
︶

申
込
み
・
問
合
せ
催
し
名
、
氏
名
、

連
絡
先
を
12
月
15
日
︵
火
︶
～
1

月
11
日
︵
月
・
祝
︶
に
電
話
、
FAX

又
は
来
館
に
て
同
セ
ン
タ
ー
へ

︵
☎
641
・
０
９
１
１‌

FAX‌

641
・
０

９
１
２
︶

無
線
機
を
活
用
し
た
防
災
訓
練

を
実
施

　

10
月
24
日
に
久
我
地
区
に
お
い

て
、
自
治
連
合
会
、
水
防
団
、
自

主
防
災
会
、
消
防
分
団
等
か
ら
総

勢
150
名
が
参
加
し
、
総
合
防
災
訓

練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
例
年
の
訓
練
に
加

え
、
平
成
25
年
の
台
風
18
号
の
教

訓
を
生
か
し
﹁
区
民
活
動
支
援
事

業
﹂
に
よ
り
導
入
し
た
無
線
機
に

よ
る
情
報
伝
達
訓
練
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

い
つ
起
こ
る

か
分
か
ら
な
い

自
然
災
害
等
に

備
え
て
、
今
後

も
久
我
自
治
連

合
会
を
中
心
に

各
種
団
体
が
一

体
と
な
っ
て
活
動
し
ま
す
。

「
第
7
回
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ

と
び
っ
き
り
映
画
祭
」
＆
「
向

島
地
域
ま
る
ご
と
成
人
式
」

日
時
1
月
17
日︵
日
︶10
時
～
17
時

場
所
向
島
学
生
セ
ン
タ
ー‌

セ
ミ

ナ
ー
ハ
ウ
ス

【
映
画
祭
】

内
容

①
﹃

881‌

歌

え
！

パ

パ

イ

ヤ
﹄：
10
時
～

12
時
30
分

②
﹃
オ
ロ
﹄：

13
時
30
分
～
15
時
40
分

定
員
各
120
名

費
用
1
日
通
し
券
500
円
︵
中
学
生

以
下
は
無
料
︶‌

申
込
み
不
要
︵
当
日
先
着
順
︶

【
向
島
地
域
ま
る
ご
と
成
人
式
】

内
容
20
歳
に
な
る
留
学
生
と
地
域

の
皆
様
と
の
交
流
：
16
時
～
17
時

定
員
な
し

費
用
・
申
込
み
不
要

問
合
せ
京
都
文
教
大
学
フ
ィ
ー
ル

ド
リ
サ
ー
チ
オ
フ
ィ
ス
︵
☎
０
７

７
４
・
25
・
２
６
３
０
︶

○‌

外
出
時
は
も
ち
ろ
ん
、
在
宅
中

で
も
施
錠
し
ま
し
ょ
う
。

○‌

犯
人
は
、
明
る
く
照
ら
さ
れ
る

の
を
嫌
い
ま
す
。
門
灯
等
の
点

灯
、
又
は
セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト
を

設
置
し
ま
し
ょ
う
。

○‌

長
期
の
留
守
中
は
、
新
聞
の
配

達
を
止
め
る
等
、
留
守
で
あ
る

こ
と
が
分
か
ら
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
地
域
力
推
進
室
ま
ち
づ

く
り
推
進
担
当
︵
◯伏
☎
611
・
１

１
４
４
◯深
☎
642
・
３
２
０
３
◯醍

☎
571
・
６
１
３
５
︶

区
民
文
化
祭

～
各
部
門
に
お
け
る
受
賞
者
発
表
～

し
ま
し
た
。

　

小
学
生
男
女
混
合
400
ｍ
リ
レ
ー

で
は
、
砂
川
小
学
校
チ
ー
ム
が
選

手
全
員
の
懸
命
な
走
り
に
よ
り
出

場
93
チ
ー
ム
中
３
位
に
な
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
壮
年
の

部
で
は
、
藤
森
チ
ー
ム
が
昨
年
度

に
続
き
3
位
に
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
で
は
、
砂
川
、
淀
、

淀
南
、
羽
束
師
Ｂ
の
各
チ
ー
ム

が
、
ペ
タ
ン
ク
大
会
で
は
、
稲
荷

Ａ
、
竹
田
Ａ
、
納
所
Ａ
の
各
チ
ー

ム
が
優
秀
チ
ー
ム
に
な
り
ま
し
た
。

　

他
種
目
で
も
熱
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
、
区
は
、
総
合
成
績
で
６
位

と
な
り
ま
し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
深
草
図

書
館

　

同
図
書
館
運
営
委
員
会
で
は
、

地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
読
書
活
動

を
推
進
す
る
た
め
、
京
都
教
育
大

学
の
学
生
と
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
様
の
協
力
に
よ
り
、
大
型

紙
芝
居
と
布
絵
本
を
製
作
し
ま
し

た
。

　

こ
の
度
、
完
成
し
た
紙
芝
居
、

布
絵
本
を
使
っ
た
催
し
を
行
い
ま

す
。

　

ぜ
ひ
親
子
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

①
ク
リ
ス
マ
ス
お
楽
し
み
会

日
時
12
月
19
日︵
土
︶14
時
～
15
時

内
容
読
み
聞
か
せ
、
工
作
等

対
象
深
草
・
藤
森
中
学
校
区
の
方

②
赤
ち
ゃ
ん
と
保
護
者
向
け
に
絵

本
に
親
し
む
会
「
ベ
ビ
ー
バ
ン
ブ

ー
ク
ラ
ブ
」

日
時
1
月
9
日
︵
土
︶
14
時
～
15

時
︵
毎
月
第
2
土
曜
開
催
︶

内
容
読
み
聞
か
せ
、
手
遊
び
等

対
象
深
草
・
藤
森
中
学
校
区
内
の

乳
幼
児
︵
0
～
2
歳
︶
と
保
護
者

︻
①
②
共
通
︼

場
所
深
草
小
学
校
内‌

同
図
書
館

費
用
無
料

申
込
み
不
要

問
合
せ
同
図
書
館
︵
☎
645
・
３
３

８
３
︶

《優勝》
羽束師Ａチーム

《小学生リレー３位》
砂川小学校

﹁
だ
い
す
き
っ
！
京
都
。寄
付
金
﹂ふ
る

さ
と
納
税
寄
付
金
は
、応
援
メ
ニ
ュ
ー

﹁
地
域
振
興
・
伏
見
﹂を
選
ん
で
、ぜ
ひ
、

伏
見
区
に
ご
寄
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

※‌

詳
し
く
は
、
チ
ラ
シ
・
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

糸
紡
ぎ
や
発
酵
食
、
自
然
に
寄

り
添
っ
た
暮
ら
し
、
新
し
い
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
等
に
関
す
る
講

義
や
体
験
を
通
し
て
、
心
豊
か
な

暮
ら
し
方
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

日
程
・
講
師

①
1
月
17
日:

大
石‌

尚
子
氏

　

﹁
最
近
、
も
の
忘
れ
が
増
え
て

き
た
け
ど
大
丈
夫
か
な
ぁ
。
で

も
、
き
っ
と
年
の
せ
い
や
し
仕
方

な
い
ん
か
な
あ
﹂
な
ん
て
思
っ
た

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

認
知
症
は
早
く
気
づ
い
て
対
応

認
知
症
？

�

気
づ
い
て
相
談
！

す
る
こ
と
で
、
症
状
を
軽
く
し
た

り
、
進
行
を
遅
ら
せ
た
り
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
少
し
で
も
思
い

当
た
る
こ
と
が
あ
る
な
ら
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●‌

お
近
く
の
高
齢
サ
ポ
ー
ト
︵
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
︶

●
福
祉
事
務
所
・
保
健
セ
ン
タ
ー

●‌

市
長
寿
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

︵
☎
354
・
８
７
４
１
︶

●‌

認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー　

︵
☎
251
・
５
５
６
６
︶

●‌

府
認
知
症
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー　

︵
☎
０
１
２
０
・
294
・
677
︶

問
合
せ
支
援
課
︵
◯伏
☎
611
・
２
３

９
２‌

◯醍
☎
571
・
６
３
７
２
︶
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《病院》＊保険証をお忘れなく
○市立病院：12月29日～ 1月3日も救急外来を開けています。
○急病診療所：12月29日～ 1月4日（開所）
所在地中京区西ノ京東栂尾町6　府医師会館1階（☎354-6021）
診療科（受付時間）	小児科（10時～ 17時、18時～ 24時）
  	 内科・眼科（10時～ 17時、18時～ 22時）
	 耳鼻咽喉科（10時～ 17時）
○休日急病歯科中央診療所：12月29日～ 1月4日（開所）

受付 10時～ 17時（☎812-8493）
所在地 �中京区西ノ京東栂尾町1　	

府歯科医師会口腔保健センター 1階
○桃陽病院：12月29日～ 1月3日休み

《ごみ・し尿》
　詳細は12月中旬に配布する｢お知らせビラ｣
又は市ホームページでご確認ください。

12/28（月） 12/29（火） 12/30（水） 12/31（木）～1/3（日）1/4（月）～

燃やすごみ 通常の曜日どおり収集

収集なし

通常の
曜日
どおり
収集

缶・びん・
ペットボトル 水･木･金の

区域を収集プラスチック
製容器包装 通常の曜日どおり収集

小型金属類・
スプレー缶
○大型ごみ：�12月29日～ 1月3日休み	

（年内収集の受付は12月23日まで）
　申込み電話で受付
　（フリーダイヤル0120-100-530、携帯から☎0570-000-247）
○持込ごみ（有料）：12月31日～ 1月3日休み
　申込み南部クリーンセンター（☎611-5362）
　東北部クリーンセンター（☎741-1003）
○犬・猫などの死体：12月31日～ 1月3日休み
　申込み電話で受付
　（フリーダイヤル0120-100-921、携帯から☎0570-000-614）
○�臨時し尿収集：12月31日～ 1月3日休み（年内収集の受付は	
12月23日まで）

申込み生活環境美化センター（☎681-5361）

《消防》
　防火・防災・救急に関する相談等は、伏見消防署
（☎641-5355）、醍醐消防分署（☎571-0474）及び消
防の相談電話（☎231-5000）で平常どおり受付

《水道》
南部営業所（醍醐支所管内を除く☎406-6020・FAX605-1370）、
山科営業所（醍醐支所管内☎592-3058・FAX501-1746）：
12月29日～ 1月3日休み
　なお、緊急の修繕申込み、道路上の水漏れ等は、休業期間内
でも電話又はFAXで受付

《生活》
○第二児童福祉センター：12月29日～ 1月3日休み
○中央斎場：1月1・2日休み
○深草墓園：1月1～ 3日休み（参拝のみ可）
○伏見土木事務所：12月29日～ 1月3日休み
○南部みどり管理事務所：12月29日～ 1月3日休み
○撤去自転車保管所：12月29日～ 1月3日休み
○駐車場・自転車等駐車場：無休

《市バス・地下鉄》
○市バス：�	12月29日～ 1月4日は「休日ダイヤ」で運行、	

12月31日は初詣終夜バスを運行
○地下鉄：	�12月30日～ 1月3日は「土曜・休日ダイヤ」で運行、	

12月31日は終夜運行
※�1月1日（金・祝）は、地下鉄深夜便「コトキン・ライナー」の運行
はありません
○定期券の発売：12月31日～ 1月3日休み
○忘れ物の問合せ：�無休
市バスは北大路案内所（☎493-0410）
地下鉄は烏丸御池駅案内所（☎213-1650）
ただし、当日分は市バス各営業所・地下鉄各駅へ

《文化・施設》
○醍醐交流会館：12月28日～ 1月4日休み
○�地域体育館（伏見東部・伏見北堀公園・醍醐・伏見北部）、	
横大路運動公園、三栖公園、下鳥羽公園、伏見公園、	
伏見桃山城運動公園：12月29日～ 1月3日休み
○�伏見中央図書館・醍醐中央図書館・向島図書館・醍醐図書館・	
久我のもり図書館：12月29日～ 1月5日休み
○コミュニティプラザ深草図書館：12月28日～ 1月5日休み
○久我の杜生涯学習プラザ：12月27日～ 1月5日休み
○伏見青少年活動センター：12月29日～ 1月3日休み
○京エコロジーセンター：12月26日～ 1月4日休み
○青少年科学センター：12月28日～ 1月3日休み
○いきいき市民活動センター（伏見・醍醐）：12月29日～1月5日休み
○文化会館（東部・呉竹文化センター）：12月28日～ 1月4日休み

　地域団体とNPO法人が連携した活動に、市民
の皆様からの寄附と同額を市が助成するプログラ
ムを（公財）京都地域創造基金と協働で実施します。
　この度、伏見区の採択事業を決定し、地域の
活性化に向けた活動の財源となる寄附金を、広
く市民の皆様から募集しています。

『地域団体とNPO法人の連携促進事業』
助成プログラム採択事業に対する寄附を募集

＜寄附を募集する伏見区の採択事業＞
事業名市営住宅を活かした「まち」交流・つな
がりプロジェクト
事業概要田中宮市営住宅自治会とNPO法人
京都子どもセンターが連携し、子どもとの
交流企画等を考え、取り組みます。
寄附募集額 420,000円
問合せ市地域自治推進室（☎222-4072）
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絵画・写真作品展
―写真の部― ―絵画の部―

短歌会俳句会

年末・年始の

市の仕事

＊詳細は 京都地域創造基金 を 検索
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区民が主役の
まちづくり
活動実践中！

エコセン連続講座
「ていねいに

暮らしを創る」

©スコブル工房

絵画伏見賞
最優秀賞
「醍醐寺林泉紅葉」

写真伏見賞
最優秀賞
「桃山城ファンタジー」

絵画一般賞
最優秀賞「山桜」

写真一般賞
最優秀賞
「笠雲富士」
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